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研究成果の概要 

[冷却原子系で実現可能な CP2スキルミオン結晶とその派生相] 

 本さきがけに応募する直前に、本さきがけ研究において最も重要となるCP2スキルミオン結晶が

S=1の特別な量子スピン模型で安定化することを明らかにした[1]。本年度(10月〜)は、我々が提案

した一般化Dzyaloshinskii-守谷相互作用の導入[2]が(比較的)行いやすい冷却原子系で、CP2ス

キルミオン結晶が広く安定化することを明らかにした。具体的には7Li、23Na、41K、87RbなどのS=1の

スピノールボース系のパラメータを用いて、先行研究[3]で提案されているレーザーによる一般化ス

ピン軌道相互作用の下、有効スピン模型を構築した。これまでの我々の研究でのスピン模型[1]

は、bilinear biquadratic模型における結合定数J1、J2がJ1=J2となるようなfine tuningが必要であった

が、上記の有効スピン模型はJ1≠J2という状況に該当する。幸い、上記の冷却原子系のいずれに

おいても、CP2スキルミオン結晶が安定化するパラメータ領域(磁場領域)が存在することが明らかと

なった。また、他にも新規磁性相として、CP2分数スキルミオン結晶、CP2ダブルスキルミオン結晶、

CP2ヘリマグネティック相、CP2スキルミオニウム結晶が現れることを明らかにした。 
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